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山武市学校のあり方検討委員会 第 8回会議録 

1 日    時 平成 25 年 9 月 30 日(月)  午後 1時 30 分から午後 3時 55分 

2 場    所 山武市役所 第 4会議室 

3 出 席 委 員 16 名 

4 欠 席 委 員 1 名 

5 協 議 事 項 

(1)地域別グループ協議 

(2)その他 

 ・第 9回検討委員会の日程及び会議内容について 

7 事務局説明者 教育長、教育総務課長 外 

 

○ 開 会 

 

○ 委員長あいさつ 

 

※協議前に委員長から前回の会議録確認を各委員に依頼し、10月 7日までに訂正の連絡が無い場合は、

市ホームページで公表することとなった。 

○ 協 議 

(1) 地域別グループ協議 

事務局：資料に基づき、地域別グループ協議についての説明（教育総務課長） 

     説明概要については以下のとおり。 

 第 7回の会議で決定した基準や方向性を踏まえ、地域別（成東、山武、松尾、蓮沼）の

4グループで市全体の学校のあり方、地域の学校のあり方（通学区域の見直し方法や統

廃合等）について協議していただく。 

 学校の配置を考える具体的な方法として、通学区域の見直しと学校の統廃合の 2つが考

えられる。検討の一般的な手順として、隣接校との通学区域の変更について検討を行っ

ていただき、その結果、通学区域の変更だけでは適正な規模を安定的に確保できない場

合は学校の統合についても検討が必要となってくる。その他、小中一貫校や学校選択制

等の手法も取り入れ、子どもたちにとってよりよい教育環境が提供できるよう、学校の

適正規模、適正配置について検討するということで、学区の見直しや学校の統廃合の他

にも小中一貫教育などの手法も併せて、全体的に今一般的に考えられている手法の全て

を地域ごとに検討いただいて、その地域でどういう手法が選択できるかを協議いただく。  

 

 ※各委員及び事務局が地域別に別れグループ協議を行った。 

  協議内容：リーダー選出・地域の特徴の共通認識・通学区域の見直し、統廃合について 

 ※グループ協議終了後、各地域のリーダーから今回(現時点)の協議結果の報告を行った。 

 

 (2) その他 

  事務局：第 9回検討委員会の日程及び会議内容についての説明（教育総務課長） 

      説明概要については以下のとおり。 

 次回の会議日程について、10月 30 日又は 31 日を予定している。 

      ※次回の会議は 10 月 30 日に決定。 
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 会議内容については、引き続き協議を続けて行うこととなるが、今回の各地域での協議

内容を次回までに検討いただき、市内全体でどういう調整をしたらいいのかを最終的に

全体協議をし、本検討委員会としての通学区域の見直し、統廃合についての見解をまと

めていく作業を次回の会議で行うこととなる。今回の協議では、他のグループに対する

意見を聴く時間がとれなかったので、次回にご意見をいただきたいと考えている。 

 教育長：今回の協議は、山武市の将来の学校のあり方を考えるうえで、まず、身近なところで考えて

みようということで協議をいただいた。一方で、各委員におかれましては自分の地域だけで

はなく、山武市全体のことについての考えをいただく必要がある訳だが、その際、自分の地

域での方向性や手法と、全体を考えた場合の整合性というものがどうなのか。今回協議した

他の地域の報告を聞いて、自分の地域の考えを進める場合の関連性ということも、改めて考

えていただかなければと思う。他の地域の報告を次回の会議までに整理していただければと

思う。 

 

○ 閉会 


